
佐賀県立美術館開館 40 周年特別展「あそび、たたかうアーティスト 池田龍雄」 

開催要項 
佐賀県立美術館 

 

１ 展覧会名称 佐賀県立美術館 40 周年特別展「あそび、たたかうアーティスト 池田龍雄」 

２ 会 期 令和５年（２０２3 年）９月６日（水）～１０月 29 日（日）  

休館日：毎週月曜日（休日の場合翌日） 開館時間：９時３０分～１８時 

３ 会 場 佐賀県立美術館 

４ 主 催 佐賀県立美術館 

５ 趣 旨  

 池田龍雄は昭和 3（１９２８）年、伊万里市二里町に生まれ、令和２（２０２０）年、９２歳で

没するまで精力的に創作活動を続け、アートシーンの第一線で活躍しました。本展覧会

は、日本美術界を代表するアーティストの一人として、今なお大きな存在感を放ち続ける

池田龍雄の、約70年に渡る画業を振り返る展覧会で、故郷佐賀で初めての回顧展です。 

池田は１５歳で従軍して特攻隊に志願し、訓練中に終戦を迎えましたが、その後教師を

志すも、軍国主義者の烙印を押され学校を追放されるという憂き目に遭います。個人の尊

厳と自由な生き方を奪う戦争―「戦い」の体験と記憶は、その後の池田の生き方を決定づ

けることになりました。 

昭和２３（１９４８）年、アーティストになるべく上京した池田は、より実験的で大胆な表現

を求めるアヴァンギャルド（前衛）芸術に心惹かれ、画家・岡本太郎をはじめ、文学、音

楽、映画等様々な表現者たちと知り合いながら、自身の表現を追求していきます。社会の

矛盾や不条理を鋭く、かつユーモアたっぷりにあぶり出す「ルポルタージュ絵画」等のペ

ン画シリーズをはじめ、命や宇宙のイメージを神秘的に描き出した絵「ブラフマンシリー

ズ」、廃材を自由に組み合わせて作った不可思議なかたちのオブジェ（立体作品）など、

その生涯で残した作品は実に多種多様です。また、あまり紹介されることがありませんが、

池田は絵本の挿絵画家としても活躍し、楽しく優しいタッチの挿絵を多数描いています。 

池田はアーティストとして生きることは「たたかい」―「闘い」であり、同時にアートは「あそ

び」であると語っています。労働ではなく、人の心と精神の自由を形にする「あそび」である

アートを、池田は厳しい生活と表現方法との苦闘―「たたかい」の中で生み出していきまし

た。「あそび、たたかう」彼自身のこのことばは、彼の生き方と作品の特徴を、最もよく伝え

てくれるものではないでしょうか。 

本展では、池田の絵画（洋画、ペン画）やオブジェ（立体作品）を中心に展示し、また、

これまで紹介される機会がごく少なかった絵本の原画等も紹介します。約１５０点の作品、

資料を通して、アーティスト池田龍雄の「あそび」と「たたかい」の軌跡を御紹介します。 

６ 展示内容･点数 池田龍雄の油彩画・ペン画・オブジェ・絵本原画等  

計約１５０点程度（予定） 



７ 観覧料（予定）  

 

一般１,０００円、割引料金８００円 
※ 高校生以下、障害者手帳又は指定難病医療受給者証の所持者とその介助者１名は無料。 

※ 割引料金は２０名以上の団体、博･美メール会員、学生証（大学･専門学校等）提示の学生等に

適用。 

８ 関連イベント 

（予定） 

（１） 記念講演会 

（２） シンポジウム 

（２）学芸員によるギャラリートーク 

（３）小中学校へのアウトリーチプログラム 等 

１０ 問合せ先 佐賀県立博物館・佐賀県立美術館  

【担当】学芸課美術系担当 野中耕介・岩永亜季 

〒８４０－００４１ 佐賀市城内一丁目１５－２３  

ＴＥＬ.０９５２－２４－３９４７ ＦＡＸ.０９５２－２５－７００６ 

１１ 展示内容 

（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《怒りの海》（内灘シリーズ）（1953） 

東京国立近代美術館蔵 

 

《ボタ山に働く人 B》 

（1953）佐賀県立美術館蔵 
《僕らを傷つけたもの 1945 年の記憶》 

（1954）板橋区立美術館蔵 

 

《腕》（1953） 

板橋区立美術館蔵 《漂着》（2001） 

《友に捧ぐ》（1991） 

佐賀県立美術館蔵 

プロローグ  池田龍雄・「あそび」と「たたかい」の道 

1 章 わたしは芸術家になる ―池田龍雄の「戦い」と「闘い」― 

    １９４５－１９５３ 自画像、初期の洋画、「ルポルタージュ絵画」等 

２章 絵で世界を変える―「ペン画」の展開― 

１９５４－１９６９ 「百仮面」、「化物の系譜」、「玩具世界」シリーズ 他 

３章 哲学と造形の彼方へ―「楕円空間」シリーズ、「梵天の塔」、そして「BRAHMAN― 

１９７０－１９９０ 「梵天の塔」とコンセプチュアルな作品、「楕円空間」、「BRAHMAN」シリーズ― 

４章 マルチアーティスト＝池田龍雄！―つくるためにいきる・いきるためにつくる― 

絵本原画、表紙絵、挿絵、その他美術以外の資料 

５章 「モノ」と人間・世界とのあいだ ―「箱の中へ」・オブジェをつくる― 

「箱の中へ」シリーズ、立体、オブジェ作品、晩年の作品 

《絵本 ないた赤鬼》 

《絵本 幼年民話 おばけばなし》 原画 

伊万里市立図書館蔵 


